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図１：フォトリソグラフィーによるハイ

ブリッド SQUID。

Sr2RuO4-Ru 共晶と Nb 配線によって立体

的な超伝導ループを構成。

カイラルＰ 波Ｓ 波超伝導ハイブリッドＳＱＵＩＤによる 

カイラル超伝導位相状態の研究

　石黒 亮輔 / 理化学研究所 創発物性科学研究センター 協力研究員

　A01 班の公募研究に参加させていただいています。私が本公募研

究で行っているのは通常の s 波超伝導体のニオブとカイラル p 波超

伝導体の Sr2RuO4 を用いたマイクロメーターサイズの単一超伝導ルー

プによるハイブリッド超伝導位相干渉計（SQUID）の研究です。私

はこのハイブリッド SQUID によってカイラル p 波超伝導体の超伝導

位相を検出し、Sr2RuO4 超伝導対称性の検証、Sr2RuO4 と Ru の共晶

に出現する３K 相の超伝導対称性についての検証を行います。また、

このハイブリッド SQUID には磁束量子が半分大きさで現れる半整数

量子渦の実現も期待されています。半整数量子渦はマヨラナフェル

ミオンとの関連しており、このハイブリッド SQUID の研究をトポロ

ジカル量子計算につなげることができればと考えています。

　これまでの研究で、このハイブリッド SQUID の臨界電流の磁場依

存性から高次のジョセフソン電流の存在や、一部の温度領域におい

て SQUID の位相が１８０度シフトしたπ SQUID 状態の観測など、カ

イラル超伝導体の超伝導対称性を反映した現象が観測されています。

またこの小さな SQUID の Sr2RuO4 部においてもカイラルドメインが

複数存在していることも明らかになったため、さらにサイズを小さ

くすることで単一のカイラルドメインの Sr2RuO4 を実現し、分かり

やすくかつ制御性に優れた素子を開発し、研究を進めていきたと思

います。
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